
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8903020002CC/20090403

( 科目コード：8903020002CC)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】環境都市工学実験実習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・3 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・2 年次
【担当教員】

古川 茂
江口 忠臣
谷村 嘉恵

【授業目標・教育方針】
１．材料実験（古川）
・金属、骨材およびセメントなどの物理的性質や力学的性質を実験を通して確認するとともに、それらの理解を高め、
物理的・力学的事項を定量的に算出できるような基礎的な能力を身につける。
２．測量実習（江口・谷村）
・測量に関する座学である「測量学」で修得した手法について、実習を通して実務に対応できる測量技術を習得する。

【授業概要】
１．金属の引張性質、骨材の密度や粒度、セメントの流動性や強度などについて実験し、算定や考察を行う。各実験
とも事前に算定の演習を行う。
２．環境都市工学科２年生の「測量学」( 座学 ) の学習内容は、トラバース測量と三角測量が主体となる。これら座学
で学習する測量手法を理解して実習を行うためには、精度の高い角測量と距離測量について修得する必要がある。角
測量に使用する機材はトランジットとセオドライトであり、各部の名称や働きを修得する ( 特にバーニヤとマイクロ
メータ )。その上で、単測角法と３倍角測角法を修得する。また、距離測量では鋼巻き尺を使用し温度補正の手法を修
得する。測量結果はすべてレポートに整理し提出する必要がある。さらに実務に対応できるように、学内に設置した
測点を利用してトラバース測量と三角測量を実習し、成果をレポートと製図により提出する。

【教科書・教材・参考書 等】
１．教科書：使用しない。教材：プリント類を使用する　参考書：土木材料実験指導書、土木学会編
２．環境都市工学科作成の測量実習用参考書，コロナ社：測量学（上）丸安隆和著，実教出版：基礎測量

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【成績評価方法】
［前期］学年末で評価する。
［後期］１．材料実験は 34% の割合で評価し、その内訳は実験の取り組み、積極性および役割等約 20%、レポートの
提出期限、内容および表現約 14% とする。
２．測量実習は 66% の割合で評価し、その内訳はレポートおよび製図 33%、実習態度および出席状況 33% とする。
　
＜注意事項＞　各分野の配当単位数（１分野１５回の実験・実習は１単位、３０回の実験・実習は２単位を基準）に
応じた実験・実習の欠課時数の限界値を適用する。すなわち、欠課時数は各分野でカウントし、各教員がそれぞれの
分野で欠課時数が限界値をオーバーしないかを確認することとする。もし、ある分野で欠課時数が限界値をオーバー
した場合は、当該分野の評価は０点として、各分野の平均点を環境都市工学実験実習の評価点とする。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：環境都市工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 １．概要
２．ガイダンスと測角

１．実験の概要および関連授業
２．トランシットの据え付け練習

第 2 回 １．金属材料実験
２．測角

１．鋼材の応力ーひずみ、伸びおよび弾性係数の算定
の事前演習
２．バーニヤの読み方の練習

第 3 回 １．金属材料実験
２．角測

１．鋼材の引張と変形実験１
２．トランシットによる単測角法１

第 4 回 １．金属材料実験
２．測角

１．鋼材の引張と変形実験２
２．トランシットによる単測角法２

第 5 回 １．金属材料実験
２．測角

１．鋼材の応力ーひずみ曲線の図化、弾性係数の算定
２．セオドライドによる３倍角法１

第 6 回 １．金属材料実験
２．測角

１．鋼材の引張強度と伸びの算定、鋼材の種類の推定
２．セオドライドによる３倍角法２

第 7 回 １．金属材料実験
２．測角

１．鋼材の引張実験レポートの作成
２．鋼巻き尺による距離測定の練習

第 8 回 １．骨材の実験
２．トラバース測量

１．骨材の密度、吸水率、実績率および粒度曲線の算
定の事前演習
２．測距と測角１

第 9 回 １．骨材の実験
２．トラバース測量

１．骨材の密度、吸水率、単位容積質量およびふるい
分け実験
２．測距と測角２

第 10 回 １．骨材の実験
２．トラバース測量

１．骨材の密度、吸水率、単位容積質量および実績率
の算定、粒度曲線の図化
２．測距と測角３

第 11 回 １．骨材の実験
２．トラバース測量

１．骨材実験のレポート作成
２．測距と測角４

第 12 回 １．セメントの実験
２．トラバース測量

１．モルタルの作製と流動性実験
２．測距と測角５

第 13 回 １．セメントの実験
２．トラバース測量

１．モルタルの圧縮強度実験
２．測距と測角６

第 14 回 １．セメントの実験
２．トラバース測量

１．モルタル実験のレポート作成
２．データ整理内業１

第 15 回 １．実験の総括
２．トラバース測量

１．実験の総まとめ
２．データ整理内業２

第 16 回 ２．スタジア測量 ２．スタジア定数の測定
第 17 回 ２．スタジア測量 ２．スタジア定数の決定内業
第 18 回 ２．三角測量 ２．作業説明
第 19 回 ２．三角測量 ２．測距
第 20 回 ２．２三角測量 ２．測角１
第 21 回 ２．三角測量 １．測角２
第 22 回 ２．三角測量 ２．測角３
第 23 回 ２．三角測量 ２．測角４
第 24 回 ２．三角測量 ２．測角５
第 25 回 ２．三角測量 ２．測角６
第 26 回 ２．三角測量 ２．データ整理内業１
第 27 回 ２．三角測量 ２．データ整理内業２
第 28 回 ２．三角測量 ２．データ整理内業３
第 29 回 ２．三角測量 ２．データ整理内業４
第 30 回 ２．まとめ ２．２年測量実習の総括
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